
別紙

作付割合（％） 作付割合（％）

水稲 ほしまる H18
上川農試
グリーンバイオ研究
所

（４）

・新たな優良品種（「えみまる」）によって置き換え
が可能である。
・「えみまる」への移行により作付面積が減少して
いる。
・採種ほの指定は、元年産が最後。

653 660 634 691 0.7% 458 0.4%

大豆 スズマル S63 中央農試 （３）、（４）

・「スズマルＲ」への移行により作付面積が著しく
減少し、今後とも増加する見通しがない。
・新たな優良品種（「スズマルＲ」）によって置き換
えが可能である。
・採種ほの指定は、平成30年産が最後。

1,376 1,616 1,141 800 2.0% 378 0.9%

小豆 きたあすか H22 十勝農試 （３）
・作付面積が著しく減少し、今後とも増加する見通
しがない。

290 43 43 32 0.2% 15 0.1%

菜豆 福寿金時 H22 十勝農試 （３）
・作付面積が著しく減少し、今後とも増加する見通
しがない。

386 318 164 107 1.5% 61 0.9%

てん菜 かちまる H19
ドイツ「KWS種子株式
会社」

（３）、（４）

・作付面積が著しく減少し、今後とも増加する見通
しがない。
・「カーベ2K314」等の他品種に置き換えが進んで
いる。

5,307 5,472 1,757 59 0.1% 0 0.0%

てん菜 あままる H26
ドイツ「KWS種子株式
会社」

（３）、（４）

・作付面積が著しく減少し、今後とも増加する見通
しがない。
・「カーベ2K314」等の他品種に置き換えが進んで
いる。

5,350 4,013 299 3 0.0% 0 0.0%

アカクローバ ホクセキ H2 北農研 （４）、（５）
・「リョクユウ」等への置き換えが進んでいる。
・種子生産が終了している。

0 0 0 0 0.0% 0 0.0%

（注）１　廃止基準（北海道農作物優良品種認定要領第２の２）
　　　　（１）品種特性が変化し、１の基準を満たさなくなった場合
　　　　（２）普及対象地域で栽培上重要とされる特性 または 生産物の利用上重要とされる特性に関し、重大な欠点が明らかになった場合
　　　　（３）作付面積が著しく減少し、今後とも増加する見通しがない場合
　　　　（４）新たな優良品種によって置換えが可能である場合
　　　　（５）種苗供給が困難となった場合
　　　　（６）品種育成者等による条例第５条の規定に反する行為が明らかになった場合
　　　２　飼料作物の作付面積は、種子需要量をは種量で除して（kg/10a）推計。

令和２年度　優良品種の認定取消し候補

H27 H28 H29 H30

作付面積
作物名 品種名

優良品種
決定年次

育成場等

該当する廃止基
準

（注）（１）～（５）から該当
するものを記入

廃止の具体的理由
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